
浦戸再生プロジェクト
～Urato Islands regeneration project～

浦戸諸島（宮城県塩竈市）



1.塩竈市（浦戸諸島）について

•人口 塩竈市：53,354人 浦戸諸島：311人

•面積 塩竈市：17.37km² 浦戸諸島：2.92km²

•塩竈市の概要
塩竈市は宮城県のほぼ中央、仙台市と日本三景で知られる松島との中間に位置し
ています。奥州一の宮鹽竈神社の門前町として、またみなとまちとして栄えてきました。

みなとまちならではの新鮮な魚介類が豊富にあり、港町独特の食文化がつくられてい
ます。すし店の数も多く、水産加工業も盛んで、笹かまぼこ、揚げかまぼこなどの水産練
り製品など、日本有数の生産量を誇るものが数多くあります。

塩竈市
（令和3年4月1日現在。浦戸は内数）



2.浦戸諸島について

塩釜港から船に乗り約30分、日
本三景の松島湾に点在する浦戸
諸島は、大小様々な島からなり、
波により侵食された奇岩と松林で
構成されたみごとな景観が広がっ
ています。

また、桂島、野々島、寒風沢、朴
島には、のどかな集落があり、歴
史と豊かな自然に培われてきた
人々の暮らしが息づいています。



浦戸諸島 ラベンダー畑（野々島）

菜の花畑（朴島） 海水浴場（桂島）



3.浦戸再生プロジェクトとは

人口減少や高齢化、産業の担い手不足など様々な課題を抱えている
浦戸諸島において、以下の3つのプロジェクトを中心に、IoT、ロボット、
AI等の強みを持つ企業のマッチングや実証実験を行い、新しい技術によ
る課題解決を目指します。

①今の暮らしを支えるプロジェクト

②島のポテンシャルを活かすプロジェクト

③法規制対策プロジェクト



①今の暮らしを支えるプロジェクト

島民が日常生活において抱えている課題について整理し、新たな技術による解決
を目指します。

＜課題例＞島内での買い物・食料の確保の難しさ

島内に住んでいる方々の多くは高齢者ということもあり、

船を使って本島に足を運ぶにも苦労している状況。

➡以下のような事例を参考に、

買い物・個人宅配における利便性向上を図る。

事例１：民間企業との包括連携協定による宅配ステーションの設置、

ICTを活用した宅配サービスの導入

事例２：大手運送会社との包括連携協定による宅配ステーション設置、

ICTを活用した買い物支援（端末設置）や無人ロボットによる配送支援



②島のポテンシャルを活かすプロジェクト

浦戸諸島が持つポテンシャルを見直し、主要産業の担い手育成や風光明媚な景観
等を生かした新たなビジネスの創出を目指します。

＜課題例①＞産業の担い手不足

浅海漁業などの後継者の受入、地域おこし協力隊の活躍の場の提供

➡浦戸合同会社に倣った後継者の受入、獲る漁業からつくる漁業への転換を図る

参考事例：東日本大震災により機材が流出した他、資金・人員の確保が困難

➡平成27年10月に漁師9人で浦戸合同会社を設立

(現在7名)

➡コスト削減・収入安定化・

技術継承・社会保障の充実化を実現



②島のポテンシャルを活かすプロジェクト

＜課題例②＞観光客の受け入れ

➡アウトドア関係企業との連携による

グラウンドゴルフ場・グランピング等の土地利用 を検討



③法規制対策プロジェクト

浦戸地区は、市街化調整区域や特別名勝松島など複数の法令が適用されているこ
とにより、開発行為が大きく制限されていることから、宮城県等と協議を行い、規制緩
和を目指します。



＜課題例＞通信の確保

➡ ICTアイランド構想の推進 ICTを用いた島のPR・認知機会の増加

光ファイバー敷設により、令和4年度から高速通信サービスが可能となる予定

➡情報通信機能の向上によるICT化の促進が期待される

≪将来に向けた方向性≫ 

●コワーキングスペース・カフェ・サテライトオフィスの整備・誘致

●買い物支援やオンライン診療などの暮らしの支援

④その他



4.プロジェクトの実施体制について



5.しまっちんぐ参加にあたり

プロジェクトの説明における の部分は、このしまっちんぐで外部の
パートナーを探し、課題解決を目指している部分になります。

あくまで一例になりますので、以下の提案などもお待ちしております。

少しでも興味や関心のある方はお気軽に担当までご連絡ください。

・自動車や船舶の自動運転

・スマート農業・海苔及び牡蠣養殖・刺網漁

・「みちのく潮風トレイル」のガイド育成

・新商品開発 etc.






